
議第６６号 専決処分の承認について 

 

１ 提案理由 

  令和元年１０月に消費税及び地方消費税の税率が引き上げられたことに伴い，

低所得者の介護保険料を軽減するため，介護保険法施行令の一部を改正する政令

（令和２年政令第９８号）が令和２年３月３０日に公布され，同年４月１日から

施行されました。 

この介護保険法施行令（平成１０年政令第４１２号。以下「施行令」といいま

す。）の一部改正を受け，令和２年度から軽減強化後の保険料率を適用するため，

呉市介護保険条例（平成１２年呉市条例第１６号）の改正をし，令和２年４月１

日に施行する必要がありましたが，特に緊急を要するため議会を招集する時間的

余裕がないことが明らかであったことから，当該条例の一部改正について地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分をしま

したので，同条第３項の規定により，その承認を求めるものです。 

 

２ 低所得者に係る介護保険料軽減強化について 

平成２６年４月に行われた消費税及び地方消費税の税率の引上げを契機に，低

所得者の保険料の軽減強化のため，施行令の一部改正（平成２７年政令第２１１

号による改正）が行われ，第１号被保険者の第１段階保険料について，保険料基

準額に乗じる割合を，標準割合（０．５を標準として市町村が定める割合。以下

同じ。）から０．０５を超えない範囲内で市町村が定める割合を減じて得た割合

とする仕組みが設けられました。 

この度，消費税及び地方消費税を合わせた税率が８パーセントから１０パーセ

ントに引き上げられたことを踏まえ，施行令の一部改正が行われ，第１段階の保

険料の軽減割合が，標準割合から０．２を超えない範囲内で市町村が定める割合

を減じて得た割合に，第２段階は０．２５，第３段階は０．０５を超えない範囲

内で市町村が定める割合を減じて得た割合にそれぞれ軽減が強化されました。 

 

３ 改正の内容 

(1) 第１号被保険者の第１段階保険料 

０．４４から０．１２５を減じて０．３１５としていた保険料基準額（６６，

０００円）に乗じる割合について，０．４４から０．２を減じた０．２４とし，

第１段階の保険料を１５，８４０円としました。 

(2) 第１号被保険者の第２段階保険料 

０．６７から０．１２５を減じて０．５４５としていた保険料基準額に乗じ

る割合について，０．６７から０．２５を減じた０．４２とし，第２段階の保

険料を２７，７２０円としました。 

(3) 第１号被保険者の第３段階保険料 

０．７から０．０２５を減じて０．６７５としていた保険料基準額に乗じる

割合について，０．７から０．０５を減じた０．６５とし，第３段階の保険料



を４２，９００円としました。 

 
 

４ 施行期日 

  令和２年４月１日 

第３段階
・市民税非課税世帯で課税年金収入金額と合計所
得金額（第１段階と同じ）から公的年金等に係る
雑所得を控除した額の合計が１２０万円超の人

４４，５５０
円

４２，９００
円

▲１，６５０
円

第２段階

・市民税非課税世帯で課税年金収入金額と合計所
得金額（第１段階と同じ）から公的年金等に係る
雑所得を控除した額の合計が８０万円超１２０万
円以下の人

３５，９７０
円

２７，７２０
円

▲８，２５０
円

第１段階

・生活保護を受給している人
・市民税非課税世帯で老齢福祉年金を受給してい
る人
・市民税非課税世帯で課税年金収入金額と合計所
得金額（長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特
別控除額を控除した額）から公的年金等に係る雑
所得を控除した額の合計が８０万円以下の人

２０，７９０
円

１５，８４０
円

▲４，９５０
円

区分 対象者
年額保険料

改正前(ａ) 改正後(ｂ) (ｂ)－(ａ)


